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巻◆頭◆言

「自前主義を排し、オープンイノベーションを推進しよう」

そういわれて久しい。私が会長職を務める産業革新機構も、

その設立の趣旨に「オープンイノベーションにより次世代

の国富を担う産業を創出する」とある。「自前主義から脱却

して産学連携を推進しよう。協調領域にある技術は産官学

連携で標準化を進めよう」。これらは使い古された掛け声

であるが、いまだに大きく前進しているように思えない。

日本のイノベーションランキングが低下しているといわれ

るが、研究開発費の絶対額ではいまだ世界トップレベルに

ある。これは一体どういうことなのだろうか。イノベー

ションにつながらない研究が企業や研究機関で行われてい

るということなのか。私は、日本の民間企業の横並び主義

にも原因があると考える。将来性が高いと見込まれる技術

は、多くの企業が並行して、かつ各社の企業秘密として研

究開発が行われる。例えば、バイオ燃料技術は十数社が個

別に研究開発している。こうした新技術は、量産化の段階

で巨額投資する海外企業にコストで負け、日本発の技術で

ありながら競争に負けることにならないだろうか。

3月中旬に米国・シリコンバレーを訪れる機会があった。

多くのスタートアップ企業との面談の傍ら、スタンフォー

ド大学や大手IT企業も訪問した。現地では、日産自動車が

公道走行試験を行う自動運転車にも試乗した。そこで痛切

に感じたことは、この地域全体がオープンイノベーション

であるということだ。社会や顧客のニーズに対するソリュー

ションをみんなで考える。そのためにお互いの技術が活用

できないか日常的な情報交換がなされる。そこで企業や大

学の垣根なく、規模の大小問わずにコラボレーションが起

こる。日産自動車の自動運転技術もアメリカ航空宇宙局

（NASA）と提携している。日本でも、自動運転車の実用化

に向けて精度の高い地図作りやセキュリティ技術の研究開

発など、８分野で産官学が連携して取り組む方針が打ち出

された。米国IT系企業も交えて熾烈な開発競争が繰り広げ

られることが予想される自動運転技術だが、その協調領域

において日本の自動車メーカー各社が連携する意義は大き

い。オープンイノベーションの良い手本になることを期待

したい。

副代表幹事
資本効率の最適化委員会 委員長
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取締役副会長

日本は自前主義から脱却できるか？

今月の表紙：シリーズ国花
【スズラン／フィンランド】
バラ、ジャスミンと並び香りが強いスズラン。５月１
日スズランの日はフランス発祥のイベントで、愛する
人やお世話になっている人にスズランを贈ります。
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